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おおきまち

大木町大木町大木町大木町のごのごのごのご紹介紹介紹介紹介

○福岡県の南西部、筑後平野のほぼ中央部

○人口約14,５00人、面積18.43㎢とコンパクトな

農業の町（東西4.7kｍ 南北７ｋｍの平坦地）

○合併を選択せずに住民協働のまちづくりを推進

○縦横に巡る堀割の総面積は約254haで町総面積の

約14％、総延長は約215km

2



おおき循環センターくるるん は

循環の町づくりの拠点 です

�生ゴミ・し尿・浄化槽汚泥をバイオマス資源化する施設

� 町の中心部・国道バイパス沿いに設置したオープンな施設

� バイオマスセンターは平成18年11月から稼働
� 隣接する道の駅おおき（直売所・レストラン）は平成22年4月オープン� 隣接する道の駅おおき（直売所・レストラン）は平成22年4月オープン
� 国内外から毎年3000人～4000人の見学者

�環境・農業・食をつなぐ まちづくりの拠点

� 循環社会や環境について体験や学習できる

� 地産地消・安全な食の提供や農業体験

� 都市との交流拠点
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おおき循環センター くるるん

バイオマスセンター
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健康地域応援レストラン健康地域応援レストラン健康地域応援レストラン健康地域応援レストラン

「デリ＆ビュッフェくるるん」「デリ＆ビュッフェくるるん」「デリ＆ビュッフェくるるん」「デリ＆ビュッフェくるるん」

トイレ・情報提供施設トイレ・情報提供施設トイレ・情報提供施設トイレ・情報提供施設

インフォメーションセンターインフォメーションセンターインフォメーションセンターインフォメーションセンター

バイオマスセンターバイオマスセンターバイオマスセンターバイオマスセンター

ＪＡ福岡大城農産物直売所ＪＡ福岡大城農産物直売所ＪＡ福岡大城農産物直売所ＪＡ福岡大城農産物直売所

「くる「くる「くる「くるるんるんるんるん夢市場」夢市場」夢市場」夢市場」

Ｎ

至大川市

おおき循環センターくるるん施設配置図おおき循環センターくるるん施設配置図おおき循環センターくるるん施設配置図おおき循環センターくるるん施設配置図

至筑後市

循環型多品目栽培農園循環型多品目栽培農園循環型多品目栽培農園循環型多品目栽培農園
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おおき循環センター整備費の内訳

� 整備期間 平成１７年度～平成２１年度（５年間）

� 総事業費 約１１億２千万円

（バイオマスの環づくり交付金 補助率２分の１

町負担分の一部起債・交付税措置あり）

� 事業の内訳

� 第一期工事（平成１７年度～平成１８年度）

メタン発酵施設（施工、三井造船㈱） ５億１９６６万円� メタン発酵施設（施工、三井造船㈱） ５億１９６６万円

� 管理学習施設、バイオの丘（施工、㈱熊丸組） １億８１６５万円

� 外部施設・関連設備など

� 外部液肥タンク、車庫 約７８００万円

� 液肥散布車両・運搬車両他 約５７００万円

� 第二期工事（平成２０年度～平成２１年度）

� 農産物直売所・郷土料理レストラン・交流広場など 約２億２千万円

一般の処理施設に比べて１／３～１／４の建設費
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�生ごみ収集方法

バケツコンテナ方式

（山形県長井市レインボープラン方式）

毎週２回収集（町内を３区域に分けて、月～土収集）

収集日の前日に収集バケツの配達（１５０個程度）

※バケツコンテナ方式の評価
バケツコンテナの配達・回収作業の手間はかかるがバケツコンテナの配達・回収作業の手間はかかるが

異物混入がほとんど見られない。（異物混入が確認さ

れるバケツの割合は平均１％程度）

� 生ゴミ処理費

家庭の生ごみ処理費は無料

事業系は１０ｋｇ当り ５０円の処理費負担

※平成１９年４月から燃やすごみは週１回収集に変更 7



バケツコンテナ方式による生ごみ分別の流れ

収集バケツに週に２回出す収集バケツに週に２回出す収集バケツに週に２回出す収集バケツに週に２回出す

（１０世帯に１か所程度設置）（１０世帯に１か所程度設置）（１０世帯に１か所程度設置）（１０世帯に１か所程度設置）

家庭で生ゴミ分別家庭で生ゴミ分別家庭で生ゴミ分別家庭で生ゴミ分別

（異物除去）（異物除去）（異物除去）（異物除去）

バケツの回収作業バケツの回収作業バケツの回収作業バケツの回収作業

（１０世帯に１か所程度設置）（１０世帯に１か所程度設置）（１０世帯に１か所程度設置）（１０世帯に１か所程度設置）

収集バケツ温水洗浄収集バケツ温水洗浄収集バケツ温水洗浄収集バケツ温水洗浄

生ゴミ投入生ゴミ投入生ゴミ投入生ゴミ投入

ホッパに溜めてホッパに溜めてホッパに溜めてホッパに溜めて

破砕分別装置で粉砕破砕分別装置で粉砕破砕分別装置で粉砕破砕分別装置で粉砕

次の地区へ次の地区へ次の地区へ次の地区へ

配達配達配達配達

8



し尿・浄化し尿・浄化し尿・浄化し尿・浄化

槽汚泥槽汚泥槽汚泥槽汚泥

生ゴミの分別生ゴミの分別生ゴミの分別生ゴミの分別

家庭の台所・学校給

食で生ゴミを分別

生ごみの資源化を支える

地域循環システム

食 環境

液肥の農地還元液肥の農地還元液肥の農地還元液肥の農地還元

バイオガス液肥を

有機質肥料として

農地へ返す

発酵させ液肥化発酵させ液肥化発酵させ液肥化発酵させ液肥化

バイオガスプラントで

発酵させ、バイオガス

と有機液肥を回収

地元農産物の供給地元農産物の供給地元農産物の供給地元農産物の供給

バイオガス液肥や堆

肥を使った農産物を

給食や家庭の台所へ

循環
食

農
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１．ごみが半減（重量）する。（ごみ減量効果）

２．地域ぐるみの協働事業（地域の一体感）

３．地域農業への貢献

４．環境負荷の低減（CＯ２が73％削減）
５．ごみ処理費の削減・・・・・・

地域の活性化に貢献
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ある程度は

分別する

分別しない

2%

生ごみ生ごみ生ごみ生ごみ分別状況分別状況分別状況分別状況 回答数回答数回答数回答数 2,823

分別状況アンケート結果

実施時期：H24.2月

回収率 65.3%

ほとんど分

別する

86%

分別する

12%
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バイオガスプラントの特徴

� 完全嫌気発酵なので、発酵途中での臭い

がもれない。

� メタンガスを回収し、エネルギー利用で

きるのでランニングコストが安い。

� 消化液を液肥として活用することで、メ� 消化液を液肥として活用することで、メ

リットが倍増する。

� 水処理のイニシャルコストやランニングコス

トが削減できる

� 液肥を資源として活用できる

バイオガスプラントは、消化液を肥料として活用することでメリットが大きくバイオガスプラントは、消化液を肥料として活用することでメリットが大きくバイオガスプラントは、消化液を肥料として活用することでメリットが大きくバイオガスプラントは、消化液を肥料として活用することでメリットが大きくバイオガスプラントは、消化液を肥料として活用することでメリットが大きくバイオガスプラントは、消化液を肥料として活用することでメリットが大きくバイオガスプラントは、消化液を肥料として活用することでメリットが大きくバイオガスプラントは、消化液を肥料として活用することでメリットが大きく

なり、イニシャルコスト・ランニングコストも大幅に削減されます。今後急速なり、イニシャルコスト・ランニングコストも大幅に削減されます。今後急速なり、イニシャルコスト・ランニングコストも大幅に削減されます。今後急速なり、イニシャルコスト・ランニングコストも大幅に削減されます。今後急速なり、イニシャルコスト・ランニングコストも大幅に削減されます。今後急速なり、イニシャルコスト・ランニングコストも大幅に削減されます。今後急速なり、イニシャルコスト・ランニングコストも大幅に削減されます。今後急速なり、イニシャルコスト・ランニングコストも大幅に削減されます。今後急速

に普及すると思われます。に普及すると思われます。に普及すると思われます。に普及すると思われます。に普及すると思われます。に普及すると思われます。に普及すると思われます。に普及すると思われます。
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発電・熱

浄化槽汚泥

（30.6ｔ／日）

し 尿

（7ｔ／日）

汚泥濃縮

遠心分離機

水処理

バイオガスシステムのフロー

バイオガス

再利用

家庭から出る

生ごみ

（3.8ｔ/日）

田

分別収集

メタン発酵槽

中温湿式

液肥貯蔵タンク 液肥：6,000t/年

発電機 25kw 2基

37℃22日間
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バイオガスプラント 投入量と発生量

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

生ごみの受入れ量（ｔ）

（１日当たり）（計画値３．８ｔ）

１１７７ｔ

（３．２ｔ）

１２０９ｔ

（３．３ｔ）

１２３５ｔ

（３．４ｔ）

内 家庭の生ごみ ６６８ｔ ６７１ｔ ６８０ｔ

内 事業所の生ごみ ５０９ｔ ５３８ｔ ５５５ｔ

し尿受入れ量 ２３６７ｔ ２３４９ｔ ２２０３ｔし尿受入れ量

（１日当たり）（計画値７ｔ）

２３６７ｔ

（６．５ｔ）

２３４９ｔ

（６．４ｔ）

２２０３ｔ

（６．０ｔ）

浄化槽汚泥受入れ量

（１日当たり）（計画値３０．６ｔ）

８０７４ｔ

（２２．１ｔ）

８２６９ｔ

（２２．７ｔ）

８４５９ｔ

（２３．２ｔ）

バイオガス発生量

（１日当たり）（設計値４８３N㎥）

１３９６４０N ㎥

（３８２．６N㎥）

１４１８６０N㎥

（３８８．７N㎥）

１４０６１９N㎥

（３８５．３N㎥）

発電電力量

（１日当たり）（設計値７４４kwh）

２３２８１６kwh

（６３７．９kwh）

２４２４９４kwh

（６６４．４kwh）

２４２５９２kwh

（６６４．６kwh）

液肥生産量

（１日当たり）（設計値１７．８ｔ）

５８５２．６ｔ

（１６．０ｔ）

５０６１．２ｔ

（１３．９ｔ）

５４９８．６ｔ

（１５．１ｔ）
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バイオガス液肥

（くるっ肥）を活用する

� 年間約６０００ｔの液肥を生産予定

� 水稲・麦など土地利用型の作物に使用。

� 水稲・麦 5ｔ～7ｔ／10ａ

� 散布面積 それぞれ約50ｈ

� 液肥散布車や流し肥え方式による散布

� 普通肥料登録として認可

� 液肥代＝無料� 液肥代＝無料

� 散布料 １,０００円／１０a
� 液肥の特徴と課題

� ビタミン（B12,C)が豊富に含まれる。

� 腐植質が多い（土作り効果が高い）

� 緩効・速効性肥料両方の性質がある

� 臭いはあまり気にならない

� 病虫害特に糸状菌の防除効果が認められる

� 貯留と運搬・施肥に施設や散布車などの設備

が必要

� 成分調整と栽培技術（施肥基準など）の確立

分析項目 含有量

リン酸 ０．１２ ％

カリ全量 ０．１１％

全窒素 ０．２５％

アンモニア態窒素 ０．１３％
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液肥利用の推進対策

�液肥利用推進協議会の設置

� 平成１７年度から、液肥利用推進協議会の設置

� 液肥利用推進協議会の構成メンバー

農家・JA・普及センター・役場（環境課・産業振興課）
�液肥利用に関する共同研究の実施�液肥利用に関する共同研究の実施

� 九州大学農学部・佐賀大学農学部などと利用技術等に

関する共同研究を実施

� 水稲・麦への利用、家庭菜園など野菜への利用など

�液肥利用農産物の販売促進

� 減減栽培による特別栽培米を学校給食や家庭へ

� 菜種を栽培し菜種油の生産（特産物） 17



液肥散布車による散布状況液肥散布車による散布状況液肥散布車による散布状況液肥散布車による散布状況
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ごみの焼却から資源管理へ

�現在は衛生対策、大量消費・大量廃棄の受け皿として

の廃棄物処理（焼却）が定着

� 一般廃棄物の約７４％を焼却する焼却大国ニッポン

� 一般廃棄物焼却炉１２００基以上、世界の焼却炉の約３分の２

� ダイオキシン対策として大型・連続稼動焼却炉の普及

資源枯渇、気候変動の原因の一つになっている。

負担が大きいごみの焼却から抜け出せない“悪循環”

� 地球（自然）は無限に資源を供給できないし、ごみを無地球（自然）は無限に資源を供給できないし、ごみを無地球（自然）は無限に資源を供給できないし、ごみを無地球（自然）は無限に資源を供給できないし、ごみを無

限に処理できない。限に処理できない。限に処理できない。限に処理できない。

– 現在現在現在現在のごみ処理（焼却）は持続性がない。のごみ処理（焼却）は持続性がない。のごみ処理（焼却）は持続性がない。のごみ処理（焼却）は持続性がない。

– ごみ処理（焼却）から廃棄物資源管理に軸足を移す必要がある。ごみ処理（焼却）から廃棄物資源管理に軸足を移す必要がある。ごみ処理（焼却）から廃棄物資源管理に軸足を移す必要がある。ごみ処理（焼却）から廃棄物資源管理に軸足を移す必要がある。

– 発生抑制と資源管理を促す法制度（ＥＰＲ・デポジット制）の整備発生抑制と資源管理を促す法制度（ＥＰＲ・デポジット制）の整備発生抑制と資源管理を促す法制度（ＥＰＲ・デポジット制）の整備発生抑制と資源管理を促す法制度（ＥＰＲ・デポジット制）の整備
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大木町もったいない宣言
（ゼロ・ウエイスト宣言）

子どもたちの未来が危ない。

地球温暖化による気候変動は、１００年後の人類の存在を脅かすほど深刻さ

を増しています。その原因が人間の活動や大量に資源を消費する社会にあるこ

とは明らかです。

私たちは、無駄の多い暮し方を見直し、これ以上子どもたちに「つけ」を残さな

い町を作ることを決意し、「大木町もったいない宣言」をここに公表します。

2008年3月11日 大木町議会議決

い町を作ることを決意し、「大木町もったいない宣言」をここに公表します。

１、先人の暮らしの知恵に学び、「もったいない」の心を育て、無駄のない町の暮

らしを創造します。

２、もともとは貴重な資源である「ごみ」の再資源化を進め、２０１６年（平成２８年）

度までに、「ごみ」の焼却・埋立て処分をしない町を目指します。

３、大木町は、地球上の小さな小さな町ではありますが、地球の一員としての志

を持ち、同じ志を持つ世界中の人々と手をつなぎ、持続可能なまちづくりを進

めます。

以上宣言します。
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No. 分別区分分別区分分別区分分別区分 No. 分別区分分別区分分別区分分別区分

1 空き缶類空き缶類空き缶類空き缶類 12 金属製調理具金属製調理具金属製調理具金属製調理具

2 空きビン類（使い捨てビン）空きビン類（使い捨てビン）空きビン類（使い捨てビン）空きビン類（使い捨てビン） 13 その他金属類その他金属類その他金属類その他金属類

3 活きビン（ビール瓶・一升瓶）活きビン（ビール瓶・一升瓶）活きビン（ビール瓶・一升瓶）活きビン（ビール瓶・一升瓶） 14 釘・ねじ釘・ねじ釘・ねじ釘・ねじ

4 ペットボトルペットボトルペットボトルペットボトル 15 その他不燃物その他不燃物その他不燃物その他不燃物

5 白色トレイ白色トレイ白色トレイ白色トレイ 16 食用廃油食用廃油食用廃油食用廃油

6 蛍光管蛍光管蛍光管蛍光管 17 飲料用紙パック飲料用紙パック飲料用紙パック飲料用紙パック

7 乾電池乾電池乾電池乾電池 18 新聞紙新聞紙新聞紙新聞紙

8 陶器類陶器類陶器類陶器類 19 ダンボールダンボールダンボールダンボール

地

区

分

別

収

集

地

区

分

別

収

集

地

区

分

別

収

集

地

区

分

別

収

集

のののの

燃やすごみ燃やすごみ燃やすごみ燃やすごみ8 陶器類陶器類陶器類陶器類 19 ダンボールダンボールダンボールダンボール

9 ガラス類ガラス類ガラス類ガラス類 20 その他の紙類その他の紙類その他の紙類その他の紙類

10 電球等電球等電球等電球等 21 古着・古布古着・古布古着・古布古着・古布

11 小型家電小型家電小型家電小型家電
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No. 分別区分分別区分分別区分分別区分 No. 分別区分分別区分分別区分分別区分

22 生ごみ生ごみ生ごみ生ごみ 25 紙おむつ紙おむつ紙おむつ紙おむつ

23 廃プラスチック廃プラスチック廃プラスチック廃プラスチック 26 粗大ごみ粗大ごみ粗大ごみ粗大ごみ

24 草木類草木類草木類草木類 27 燃やすごみ燃やすごみ燃やすごみ燃やすごみ

のののの

区

分

区

分

区

分

区

分

そ

の

そ

の

そ

の

そ

の

他他他他

燃やすごみ燃やすごみ燃やすごみ燃やすごみ

の中身のほの中身のほの中身のほの中身のほ

とんどは、とんどは、とんどは、とんどは、

紙、布、プラ紙、布、プラ紙、布、プラ紙、布、プラ



大木町のごみ処理の状況大木町のごみ処理の状況大木町のごみ処理の状況大木町のごみ処理の状況

生ごみなど分別排出の徹底により、平成２５年生ごみなど分別排出の徹底により、平成２５年生ごみなど分別排出の徹底により、平成２５年生ごみなど分別排出の徹底により、平成２５年

度のリサイクル率は６１．８％で、平成１７年度に度のリサイクル率は６１．８％で、平成１７年度に度のリサイクル率は６１．８％で、平成１７年度に度のリサイクル率は６１．８％で、平成１７年度に

比べて比べて比べて比べて４６．９％伸びています。４６．９％伸びています。４６．９％伸びています。４６．９％伸びています。

排 出 量（ｔ） 25年度／
17年度

平成25年度

1人1日当た

平成17年度 平成25年度

町から出るごみの量及びリサイクル率

17年度
1 1

り（ｇ）
平成17年度 平成25年度

燃 や す ご み 3004.9 1309.1 43.6％ 185

燃えないごみ 95.9 2.4 2.5％ 0.5

資 源 ご み 541.1 2118.1 391.4％ 398

（内生ごみ） － (1235.1) － (232)

合 計 3641.9 3429.6 94.2％ 583.5

リサイクル率 １４．９％１４．９％１４．９％１４．９％ ６１．８％６１．８％６１．８％６１．８％ ＋４６．９％＋４６．９％＋４６．９％＋４６．９％
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町⺠と共に歩んだ 〜循環のまちづくり経過〜
� 2000年 大木町新エネルギービジョン策定

� メタン発酵による生ごみ資源化や太陽光の普及・地域協働発電所の設置などを提言
� 2001〜03年 大木町有機物循環事業の実施

� 福岡県リサイクル総合研究センター共同研究事業により、生ごみ循環事業の社会シ
ステム確⽴のための産官学共同研究を実施

� 2002年 おおきグリーンファンド設⽴とアクアス地域共同発電所設置
� 住宅⽤太陽光発電を推進し、2012年度末には⼾建て住宅の10％に普及

� 2005年1月 大木町バイオマスタウン構想（第一次公表分）
� 大木町有機物循環事業などを盛り込む� 大木町有機物循環事業などを盛り込む

� 2006年11月 おおき循環センターバイオマスセンター本稼動
� 町内全域で生ごみ分別を開始

� 2007年 大木町菜の花プロジェクトがスタート
� 菜の花祭り、大木町産菜種油「環のかおり」の生産、廃食⽤油のＢＤＦ燃料化

� 2008年3月 大木町もったいない宣言議決公表
� 10年以内にごみの焼却埋⽴てゼロを目指す。

� 2010年4月 道の駅おおき オープン
� おおき循環センターの一体施設としてレストラン・農産物直売所がオープン

� 2014年4月 大木町合併処理浄化槽維持管理協会設⽴
� 合併処理浄化槽の一括管理と使⽤者の負担軽減を目指して設置者組合設⽴
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おおき循環センター

くるるんくるるん
ホームページアドレス

http://kururun.jp

Ｅ‐メール

ooki-jinkan@earth.ocn.ne.jp
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